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　電解析出法により開発された高強度・高靱性・

高バネ性を有するナノ結晶Ｎi-Ｗ合金を用いて、

その電析条件、合金組織および機械的特性に関す

るデータベース化を行うと共に、微小回路線幅・

電子部品を印刷法で作成するのに必要な高密度・

高耐久性メタルマスク、並びに高密度・最短距離

実装で搭載され、高温下でも安定な超高密度マイ

クロコンタクトアレイのモデル化を行った。�

　メタルマスクとして開口部25μm×25μm、メッ

シュ線幅10μm、 周期35μmのメッシュ形状のも

のが試作できた。また、接点密度が100接点／cm２

で、１コンタクター2,209接点／（47mm×47mm）の３次元マイクロ成形したコンタクターを

試作し、目標値を超えた成果を得た。さらに最終的に、接点密度が1,000接点／cm２を超えた

２次元超高密度コンタクトアレイのモデル化に成功した。�

▲ 高強度ナノ結晶Ni-W合金を用いた超高密度スパイラルコンタクトアレイ�

金属分野�


